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                                                 （介２５）     

                                                        平成 17 年７月 14 日  

 

都道府県医師会 介護保険担当理事  殿 

 

日本医師会 介護保険担当理事 

                                                        野 中  博 

 

 

「介護保険法等の一部を改正する法律（公布日施行部分）の施行に伴う 

主治医意見書の記載に係る留意事項について」の送付について 

 

拝啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

  平素は介護保険制度運営に関し、格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
今般、「痴呆」という用語を「認知症」と略称する改正を行う介護保険法等の一部を

改正する法律につきまして、その一部の施行に伴う関係政令の整理等に関する政令（平

成 17 年政令第 231 号）が施行され、介護保険法施行令にある特定疾病である「初老期

における痴呆」が「初老期における認知症（法第７条第 15 項に規定する認知症をいう。

以下同じ。）」に改正されました。 

介護保険法において、介護認定審査会では、主治医意見書に記入された診断名や診断

の根拠として記入されている内容に基づき、要介護認定の申請書の障害の原因となって

いる疾病が特定疾病に該当すること等の確認等を行うことになっておりますが、主治医

意見書中に「痴呆」という用語の記載があった場合においても、当分の間「認知症」と

して取り扱うように留意してほしい旨、別添のとおり通知が発出されておりますので、

ご連絡申し上げます。 

敬具 
 

 

記 

（添付資料） 

・「介護保険法等の一部を改正する法律（公布日施行部分）の施行に伴う主治医意見書 

の記載に係る留意事項について」の送付について （平 17.7.6 老老発第 0706002 号） 

                                    

 

 



老 老 発 第０７０６００２号

平 成 １ ７ 年 ７月 ６ 目

杜団法人 目本医師会

会 長 植松 治雄 殿

厚生労働省老健局老人保健課
製常働言
艶薗齪
胴課融蛋

「介護保険法等の’部を改正する法律 （公布目施行部分） の施行に伴う

主治医意見書の記載に係る留意事項について」 の送付について

標 記 に つ い て、 別 添 の と お り 都 道 府 県 知 事、 指 定 都 市 市 長、 中 核 市 市 長 あ て

に通知 （平成１７年７月 ６目老老発第０７０６００１号厚生労働省老健局老人保健課

長 通 知） しま した の で お 知 ら せ い た しま す。

つ き ま して は、
本 通 知 の 趣 旨 を ご理 解 の 上、

ご協 力 い た だ き ま す よ う お 願 い

申 し 上 げま す。



（別添）

老 老 発 第０７０６００１号

平 成 １ ７ 年 ７月 ６ 目

都道府 県知 事

各 指定都市市長 殿

中 核 市 市 長

厚生労働省老健局老人保健課長

介護保険法等の一部を改正する法律 （公布目施行部分） の施行に伴う

主治医意見書の記載に係る留意事項について

ｒ痴呆」 という用語を ｒ認知症」 と略称する改正を行う介護保険法等の一部

を改正する法律の一部の施行に伴う関係政令の整理等に関する政令 （平成１７

年 政 令 第 ２ ３ １ 号） が 本 目施 行 さ れ、 同
令 第 １ 条 に お い て、 介 護 保 険 法 施 行

令

（平成１０年政令第４１２号） 第２条第５号の特定疾病である 「初老期におけ

る痴呆」 が 「初老期における認知症 （法第７条第１５項に規定する認知症をい

う。 以 下 同
じ。）」 に 改 正 さ れ た と こ ろ で あ る。

介護保険法 （平成９年法律第１２３号） 第２７条第９項 （第３２条第５項に

より 準 用 さ れ る 場 合 を 含 む。
） に 基 づ き、

介 護 認 定 審 査 会 に お い て、
主 治 の 医

師の意見を聴く際に、 主治医意見書に記入された診断名や、 その診断の根拠
と

して記入されている内容に基づき、 要介護認定の申請書の障害の原因となって

いる疾病が特定疾病に該当すること等の確認等を行うこととしているところで

ある が、
当 該 意 見 書 中 に 「痴 呆」 と い う 用 語 の 記 載 が あ っ た 場 合 に お い て も、

当 分 の 間、
「認 知 症」 と して 取り 扱 う よ う 御 配 慮 を お 願 い す る。




